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の患者調査によると医療機関の入院推定患者数の約 7 割が 65 歳以上であり，同外来推定患者


























年は，100 名（男性 68 名，女性 32 名）を対象とした。年齢は 19 歳以上 35 歳未満である。同
様に 2013 年は，108 名（男性 68 名，女性 40 名）を対象とした。年齢は 19 歳以上 38 歳未満
である。  








｢Positive な回答（以下，Positive と略す。）｣，｢Negative な回答（以下，Negative と略す。）｣，
｢Not positive and negative な回答（Not positive and negative と略す。）｣と割り振るのでは
なく，学生の複数の記述を単語に分けて前記の 3 つに分類した。  
回答例，Positive，｢生きる知恵を多く持っている。｣，｢仕事を退職して第 2 の人生を歩んでい
るなど。｣と，Negative，回答例，｢日常生活に支障をきたすことが多い。｣，｢複数の疾患にか
かりやすい。｣などと，Not positive and negative，回答例，｢時間に拘束されず自由であるが
一方で時間をもてあましている。｣，｢年金にて生計をたてている。｣など，に分類した。統計解
析には，SPSS for 14.0 を用い，各年度と性別による分布を t 検定にて検討した。  
 
結果 
回答者数と回収率を Table1 に示した。回収率は，2011 年が 99.0％（回答者数 99 人），2013
年が 99.1％（回答者数 107 名）であった。性別では，2011 年は，男性 98.5％（同 67 人），女
性 100％（同 32 人）であった。2013 年は，男性 98.5％（同 67 人），女性 100％（同 40 人）
であった。調査対象者である医学生の高齢者のイメージに関する言葉の分類を Table2 に示し
た。2011 年は，高齢者のイメージに関する言葉の数は全部で 313 語であった。この内，Positive
は 20 語，Negative は 199 語，Not positive and negative は 94 語であった。性別では，男性
では，Positive は 16 語，Negative は 128 語，Not positive and negative は 6 語であった。女
性では，Positive は 4 語，Negative は 71 語，Not positive and negative は 88 語であった。
2013 年は，高齢者のイメージに関する言葉の数は全部で 328 語であった。この内，Positive




では，Positive は 32 語，Negative は 100 語，Not positive and negative は 66 語であった。
女性では，Positive は 30 語，Negative は 64 語，Not positive and negative は 36 語であった。
t 検定では，有意確率が 0.077 であり，年度と性別間では有意な差はなかった。また，2011 年
と 2013 年で最も多かった種類の語を Table3 に示した。  
 
Table 1 Study subjects and response rate  in 2011 and 2013 surveys
2011 2013 2011 2013 2011 2013
Men 68 68 67 67 98.5 98.5
Women 32 40 32 40 100 100
Total 100 108 99 107 99.0 99.1
Gender





Table 2 Students' image of elderly people  in 2011 and 2013 surveys
2011 2013 2011 2013 2011 2013 2011 2013 2011 2013
Men 16 32 128 100 6 66 150 198
Women 4 30 71 64 88 36 163 130











Table.3    The most words type in 2011 and 2013 surveys








今回の調査では，2011 年は全体では Negative は Positive の約 10 倍，2013 年は 2.6 倍であ
った。性別では，2011 年は，男性は 10 倍，女性では約 18 倍で，2013 年は，男性は 3.1 倍，
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係を compliance から adherence への転換を推奨しているが，我が国にてこの言葉が医師以外
の団体に取り上げられ始めたのは 2005 年頃であり 5），医師等に広く読まれている「今日の治









鳥取大学の医学生が学ぶカリキュラムでは，1 年次の 4 月～7 月末の間に｢早期体験・ボラン
ティア｣演習にて，高齢者の入院が多い医学部附属病院見学や，同じく高齢者の通院の多い病院










3 世帯同居の世帯はわずか 15.3％であり，65 歳以上の者だけの世帯の半分にも満たない 7）。
このため，調査対象者の医学科 2 年生においても，日常的に親族である高齢者と接する機会が
少ない者が多いことが考えられた。さらに彼らの記述内容は，2011 年，2013 年共に Not positive 


























2011 年患者調査によると。2011 年 10 月の 65 歳以上の推定入院患者数は，約 91 万 5 千人
であり 8），同外来推定患者数は約 330 万人であった。これに対して，日本の総務省統計局が公








健康な高齢者がどのように生活しているのか少なくとも 2011 年の 2 年生はもっと知る必要性







 本研究は，鳥取大学医学部 2 年生を対象に 2011 年と 2013 年に調査した結果を考察したもの
であり，他の年度や他大学の医学生が同様な結果であるか解らない。 
 
本研究の一部は，2013 年第 61 回日本社会福祉学会秋季大会にて「医学生の考える高齢者像
についての分析‐一養成施設での分析‐」にて発表した。 
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